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安
井
市
民
館

　
今
回
は
、２
月
に
開
催
し
た「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
懇
談
会
」
の
続
き
と

し
て「
懇
談
会
パ
ー
ト
２
」を
開
催
。

５
団
体
と
６
自
治
会
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　
各
団
体
か
ら
は
活
動
報
告
や
課

題
な
ど
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出

ま
し
た
。

【
主
な
活
動
予
定
】

・
５
年
ぶ
り
の
夏
ま
つ
り

・
防
災
訓
練
（
秋
ご
ろ
）

・
夏
休
み
に
子
ど
も
向
け
の
行
事

な
ど
を
行
う

・
防
災
グ
ッ
ズ
の
実
演
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
実
施

【
現
在
の
課
題
や
対
策
】

◇
自
治
会
加
入
に
つ
い
て

・
自
治
会
へ
の
加
入
、
自
治
会
費

の
徴
収
に
苦
労
し
て
い
る

・
１
軒
ず
つ
加
入
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
訪
ね
る

・
転
入
し
た
世
帯
に
は
、
自
治
会

〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
懇
談
会
パ
ー
ト
２
〜

地
域
の
団
体
と
情
報
交
換
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北校舎屋上から見た校庭全景。東側に総合遊具、南側に鉄棒が見えます
体育館南側の駐車場の下には
雨水貯水槽（5月5日撮影）

お互いの情報を共有しました

案
内
と
一
緒
に
、
自
治
会
費
納

入
の
振
込
用
紙
を
渡
し
て
い
る

と
こ
ろ
も

◇
防
犯
対
策
に
つ
い
て

・
月
に
２
回
程
度
の
見
回
り
。
空

き
家
の
チ
ェ
ッ
ク

・
戸
建
て
住
宅
の
建
て
替
え
や
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
の
情
報
を
共
有

◇
担
い
手
不
足
に
つ
い
て

　
担
い
手
不
足
の
解
消
方
法
と
し

て
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
く
れ
た
人
に
声
を
掛
け
、
役
員

に
な
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
、
う

れ
し
い
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

【
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
告
知
】

・
内
容
を
工
夫
し
、
た
く
さ
ん
の

人
が
参
加
で
き
る
も
の
を
考
え

て
は
ど
う
か

・
事
前
に
決
ま
っ
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
は
、
『
宮
っ
子
』
地
域
版
で

告
知
す
る
。
掲
示
板
を
活
用
す

る
の
も
一
つ
の
方
法

・
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
取
材
し
て

『
宮
っ
子
』
に
載
せ
る
と
、
た

く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る

　　
貴
重
な
意
見
が
飛
び
交
い
、
有

意
義
な
会
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
情
報
交
換
の
場
を
設
け
て
、
問

題
の
解
決
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

主
催
　
安
井
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

参
加
　
18
人

安
井
小
学
校
の
校
舎
改
築
工
事

に
伴
う
校
庭
の
工
事
が
終
了
し
ま

し
た
。

体
育
館
の
周
り
も
外
構
整
備
中
。

年
明
け
に
植
栽
工
事
が
終
わ
る
と
、

５
年
に
わ
た
る
校
舎
改
築
工
事
が

完
了
し
ま
す
。

待
っ
て
ま
し
た
！

    

校
庭
が
全
面
使
用
可
能
に

お
い
し
い
ピ
ビ
ン
バ
を
作
っ
た
よ
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大
社
公
民
館
で
は
、
子
ど
も
向

け
講
座
と
し
て
「
子
ど
も
調
理
実

習
」を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、

元
栄
養
教
諭
で
管
理
栄
養
士
の
古

野
和
子
さ
ん
で
す
。

　
献
立
は
ピ
ビ
ン
バ
、
わ
か
め

ス
ー
プ
、
オ
レ
ン
ジ
ゼ
リ
ー
の
三

品
で
、
ど
れ
も
学
校
給
食
の
献
立

で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
大
好
き

な
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を
自
分
た
ち
で

協
力
し
な
が
ら
作
り
、
試
食
し
ま

し
た
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
の
話
や
、
新
献
立
登
場
の
秘
話

も
聞
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
「
自
分
で
作
っ

た
ピ
ビ
ン
バ
は
お
い
し
か
っ
た
」

「
準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
楽
し

か
っ
た
。お
母
さ
ん
に
教
え
た
い
」

「
み
ん
な
と
一
緒
に
作
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
」
な
ど
、
大
満
足
な
様

子
で
し
た
。           （
参
加
10
人
）

大
社
公
民
館

どうやって作るのかな？

＜お知らせ＞

プール一般開放
安井小学校の屋上プールで泳ごう！

大社中ボランティア募集 詳細は、回覧・掲示板を見てください

7月20日（土）9:30～11:30　13:30～15:30
21日（日）9:30～11:30　13:30～15:30
22日（月）9:30～11:30
23日（火）9:30～11:30
主催　スポーツクラブ21安井

5 年ぶりに開催！
夏 ま つ り 安 井

8月3日（土）・4日（日）　17:00～20:40
安井小学校校庭（入場は南門から）

主催　夏まつり安井実行委員会

安井地区青少年愛護協議会からのお知らせ
☆作って遊ぼう
7月26日（金）
大社児童センターの人に教えてもらいます

☆管外バス研修
8月22日（木）
行き先：堺市立ビッグバン　他

※安井小学校を通して、案内を配布します

避難所だった安井小学校のことを教えてください
　来年1月、阪神・淡路大震災から30年になります。安井小
学校が避難所だった当時の様子を知っている人を探してい
ます。話してくださる人は、
　宮っ子地域版「わがまち安井」編集部
　正岡（電話080-3115-9371）まで、連絡お願いします。

　大社中学校では、よりよい学校づくりのために、力を貸し
てくださる人を探しています。資格や専門知識は不要です。
まずは問い合わせを。
環境ボランティア　毎月第1火曜日　10時～2時間程度
【活動内容】正面玄関前プランターの手入れ、植え替え、
各自来校した際などに敷地内プランターの水やり、校内
清掃や環境整備

図書ボランティア　月2回程度　10時～13時ごろ
【活動内容】図書館前掲示板ポップ作り、卒業記念しおり
作り、給食準備中の図書館開室補助

学習支援/自習見守り（大社中在校生の保護者を除く）
月～木曜日　11:30～12:30　いずれか活動可能な日

【活動内容】マイトライデー（自主学習教室）の見守り、
授業での学習支援（主に調理実習などの実技学習）

連絡先：大社中学校運営協議会事務局（教頭まで）
　　　☎0798-73-5391　

　または、公式LINEで連絡してください。
　　　　　※公式LINEでは各ボランティア
　　　　　　の活動を紹介しています

※開講約1カ月前に　＊大社・安井地区自治会掲示板　＊大社公民館などに置かれるチラシ　＊西宮市ホームページ「公民館イベント」
　などでお知らせします

日時・会 場 講 座 名 ＆ 講 師　（敬称略） 備　　考
大社公民館　☎71-3649大 社 公 民 館 だ よ り

防 災 講 座
～災害に備えてできること～

講師：西宮市危機管理室 防災危機管理課　中村昌泰
【協力】安井・大社地区社会福祉協議会

親子でゴスペル♪
～パパもママもお子様と一緒にリフレッシュしませんか？～

講師：親子ゴスペルTiny Steps　戸國真由美
【対象】0歳～小学6年生までの親子

夏休み親子講座　カマキリ博士のわくわく昆虫教室
～カマキリとふれあったり、工作を楽しめるよ♬～

講師：昆虫科学研究センターISRC　代表　渡部　宏
【対象】小学生と保護者　　　【定員】20組

【共催】大社地区青少年愛護協議会

７月17日（水）
10:00～12:00
大社公民館

申し込み不要
参加無料

申し込み不要
参加無料

【申し込み】
７月11日（木）～17日（水）
平日10:00～16:00
電話申し込み（先着順）
【材料費】300円

７月31日（水）
10:00～11:30
大社公民館

８月25日（日）
13:30～15:00
大社公民館
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〒662-0041　西宮市末広町2－15

診療科目：眼科　※各種コンタクトレンズ取扱い

院 長　岩橋　洋志
（日本眼科学会認定
　　　　　　 眼科専門医）

いわはし眼科　西宮市 検索

いわはし眼科クリニック

TEL/FAX　0798-22-7332

診療時間
午前9:00~12:00
午後3:00~ 6:00

月
⃝
⃝

火
⃝
⃝

水 木
⃝
⃝

金
⃝
⃝

土
⃝

日・祝

いわはし眼科クリニック
（駐車場3台分有り）

西田公園
N 阪急神戸線

メガネの愛眼

山手幹線

国
道
１
７
１
号

令和６年７月１日第386号 わ が ま ち 安 井（3） 令和６年７月１日 （2）第386号 わ が ま ち 安 井
令
和
6
年
度

各
種
団
体
役
員
名
簿

（
５
月
24
日
現
在
　
敬
称
略
）

 

今
年
度
も
地
域
内
の
団
体
で
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
　

 

役
員
の
皆
さ
ま
、
今
年
度
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

中
西
　
正
直

副
会
長
 

吉
田
　
　
忠

　
 

関
　
　
和
男

安
井
町
 

蔭
山
　
真
章

千
歳
町
 

早
﨑
　
　
誠

寿
　
　
町
 

松
本
　
茂
樹

末
広
町
 

小
牧
眞
理
子

分
銅
町
 

若
木
　
悦
弘

常
磐
町
 

関
　
　
和
男

平
松
町
 

吉
田
　
　
忠

城
ヶ
堀
町
 

中
西
　
正
直

江
上
町
 

大
重
　
智
裕

櫨
塚
町
 

松
本
　
　
武

　
中
　
 

中
西
　
春
男

自
治
会
連
合
会

各
自
治
会
長

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

小
牧
眞
理
子

副
会
長
 

寺
下
　
　
定

　
〃
　
 

濵
田
恵
美
子

　
〃
 

公
文
　
朋
子

書
　
　
記
 

武
本
　
裕
子

会
　
　
計
 

中
西
真
由
美

青
少
年
愛
護
協
議
会

副
会
長

会
　
　
計

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長 

柴
原
　
祐
子

副
会
長 

丸
木
　
淳
子

　
〃 

吉
川
貴
代
子

会
　
　
計 

雲
林
院
悦
子

　
〃 

福
中
左
知
子

書
　
　
記 

濵
田
恵
美
子

　
〃  

長
坂
　
信
子

社
会
福
祉
協
議
会

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

関
　
　
和
男

副
会
長
 

小
坂
高
一
郎

会
　
　
計
 

松
本
　
茂
樹

書
　
　
記
 

内
田
万
紀
子

環
境
衛
生
協
議
会

  

役
　 

職
　
　   
氏
　
名

 

馬
場
　
一
徳

副
会
長 

小
畑
　
貴
美

　
　
〃 

勝
屋
　
　
透

　
　
〃 

上
丸
　
次
郎

会
　
　
計 

福
原
ひ
と
み

広
　
　
報 

瀧
川
ま
す
み

 

正
岡
　
昌
代

 

真
殿
　
宏
実

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
安
井

会
　
　
　長

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

庶
　
　
　務

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

  

　
　   

氏
　
名

 

渡
邉
　
　
眞

 

清
水
由
美
子

 

那
賀
　
麻
衣

 

前
田
　
安
菜

（
　
　
　
　
　
）

（
　
　
　
　
　
）

（
　
　
　
　
　
）

民
生･

児
童
委
員

大
社
中
P
T
A

（
　
　
　
　
　
）

安
井
小
P
T
A

補
　
導
　
委
　
員

青
愛
協

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

松
本
　
　
武

副
会
長
 

中
西
　
正
直

　
〃
 

関
　
　
和
男

会
　
　
計
 

小
牧
眞
理
子

理
　
　
事
 

蔭
山
　
真
章

　
〃
 

早
﨑
　
　
誠 

　
〃
 

松
本
　
茂
樹

　
〃
 

若
木
　
悦
弘

　
〃
 

吉
田
　
　
忠

　
〃
 

大
重
　
智
裕

　
〃
 

中
西
　
春
男

防
犯
協
議
会

  
役
　 
職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

荒
木
　
　
透

副
会
長
 

濵
田
美
和
子

会
　
　
計
 

清
水
由
美
子

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

馬
場
　
沙
織

安
井
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

 

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

森
田
　
　
輝

会
　
　
計
 

織
田
　
麻
衣

子
ど
も
会
連
合
会

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

高
木
　
敏
江

副
会
長
 

清
水
由
美
子

庶
　
　
務
 

篠
田
　
容
子

会
　
　
計
 

木
下
　
尚
代

中
　
婦
　
人
　
会

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

委
員
長
 

吉
田
　
　
忠

副
委
員
長
 

蔭
山
　
真
章

会
　
　
計
 

柴
原
　
祐
子

安
井
市
民
館
運
営
委
員
会

中
市
民
館
運
営
委
員
会

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

委
員
長
 

中
西
　
春
男

副
委
員
長
 

松
本
　
　
武

　
〃
　
　
 
中
西
　
正
直

会
　
　
計
 

植
村
　
好
雄

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

若
木
　
悦
弘

副
会
長
 

中
西
　
正
直

会
　
　
計
 

吉
田
　
　
忠

交
流
広
場
協
議
会

大
社
公
民
館

地
域
学
習
推
進
員
会
　
氏
　
名

代
　
　
表
 

丸
川
　
信
正

 

泉
　
明
日
香

※
安
井
市
民
館
の
管
理
人
が

　
佐
野
秀
之
さ
ん

　
常
峰
芳
弘
さ
ん

　
　
　
　
　
　
に
な
り
ま
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

　
役
　
職
　
　
　
氏
　
名

会
　
　
長
 

有
田
　
定
甫

副
会
長
 

堀
川
　
桂
子

　
〃
　
　
 
正
岡
　
昌
代

編
集
長
　
荒
木
　
美
佐（
広
報
）

 

衣
笠
佳
寿
江（
事
業
）

 

堀
川
　
桂
子

　
　
　
　
正
岡
　
昌
代

　
　
　
　
木
下
　
尚
代

　
　
　
　
松
本
　
充
子

　
　
　
　
小
池
　
香
織

　
　
　
　
湯
浅
　
幸
枝

　
　
　
　
矢
野
　
佐
和

　
　
　
　
有
田
　
定
甫

　
　
　
　
田
中
悠
希
子

　
　
　
　
木
村
　
広
子

　
　
　
　
八
幡
　
迪
子

※（
　
）内
は
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
協
会
に
お
け
る
所
属

【『宮っ子』編集部】

☺
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
☺

安
井
地
区
交
流
広
場
協
議
会

（
若
木
悦
弘
会
長
）
が
主
催
し
、

活
動
す
る
教
室
を
取
材
し
ま
し
た
。

◇
囲
碁
の
つ
ど
い

囲
碁
好
き
が
集
ま
っ
て
、
段
級

位
に
か
か
わ
ら
ず
対
戦
し
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◇
う
た
ご
え
広
場
「
ス
マ
イ
ル
」

　
安
達
明
世
さ
ん
（
常
磐
町
）
の

指
導
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
今
年

10
月
に
、
ア
ミ
テ
ィ
・
ベ
イ
コ
ム

ホ
ー
ル
大
会
議
室
で
行
わ
れ
る
音

楽
広
場
で
歌
声
を
披
露
す
る
予
定

で
す
。

美しいハーモニーが聞こえてきます

真剣勝負が続きます

◇
一
句
会
（
俳
句
の
会
）

　
荒
川
紀
代
子
さ
ん
（
安
井
町
）

が
指
導
。
言
葉
を
五
・
七
・
五
に

当
て
は
め
、
季
語
が
入
る
と
俳
句

に
な
り
ま
す
。
各
自
が
一
番
気
に

入
っ
た
「
特
選
」
作
品
を
選
び
、

感
想
を
言
い
、
季
節
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

◇
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
７
月
か
ら
初
級
者
コ
ー
ス
を
開

催
し
ま
す
（
月
２
回
。
全
６
回
で

終
了
）。

　
場
所
は
安
井
市
民
館
で
す
。
各

教
室
の
メ
ン
バ
ー
は
随
時
募
集
中

と
の
こ
と
。
興
味
の
あ
る
人
は
若

木
会
長
（
Tel
０
９
０・８
４
８
１
・

１
１
０
７
）
ま
で
。

「お題」に合わせて、十七音に
気持ちを込めます

安井市民館受付前に設置さ
れているコピー機は、交流
広場が管理しています（白
黒１枚５円）

昭
和
62（
１
９
８
７
）年
４
月
、

安
井
地
域
が
市
の
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
」
の

モ
デ
ル
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
高

齢
化
や
核
家
族
化
、
都
市
化
が
進

み
、
地
域
内
の
人
間
関
係
が
希
薄

に
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
、
行
政

と
地
域
住
民
が
「
と
も
に
生
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
を
目
標
に

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
そ
う
で
す
。

11
月
号
に
は
、
実
行
委
員
会
と

事
業
を
行
う
三
つ
の
部
会
（
緊
急

通
報
部
会
、
援
助
部
会
、
広
報
学

習
部
会
）
に
所
属
す
る
地
域
の
皆

さ
ん
の
名
前
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

翌
63
年
３
月
号
に
は
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
の
内
容
を
掲
載
。
広

報
学
習
部
会
の
活
動
と
し
て
前
年

11
月
に
「
ほ
の
ぼ
の
安
井
」
第
１

号
を
発
行
。
援
助
部
会
の
活
動
で

は
「
老
人
昼
食
会
」
を
実
施
し
た

そ
う
で
す
。「
老
人
昼
食
会
」
は

後
に
「
や
す
ら
ぎ
会
」
と
名
前
を

変
え
、
広
報
活
動
と
と
も
に
現
在

の
安
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

活
動
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

４
月
号
の
「
訪
問
記
」
に
は
、

当
時
千
歳
町
に
あ
っ
た
「
ラ
・
パ

ボ
ー
ニ
」
の
店
主
、
大
石
邦
子
さ

ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
掲

地
域
版
「
わ
が
ま
ち
安
井
」
を
振
り
返
る

⑧
昭
和
62
〜
63
年

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
ラ
・
パ
ボ
ー
ニ
」
は
昭
和
９

年
に
大
石
さ
ん
の
夫
で
洋
画
家
の

輝
一
さ
ん
（
昭
和
47
年
に
他
界
）

が
開
店
し
た
店
で
、
店
内
に
は
輝

一
さ
ん
が
描
い
た
壁
画
が
飾
っ
て

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
取
材
当
時
、

市
内
に
現
存
す
る
最
古
の
喫
茶
店

だ
っ
た
と
か
。
残
念
な
が
ら
平
成

７（
１
９
９
５
）年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
倒
壊
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
ま
で
は
多
く
の
文
化

人
が
訪
れ
る
「
文
化
サ
ロ
ン
」
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

10
月
に
は
、
昭
和
54
年
に
創
刊

さ
れ
た『
宮
っ
子
』が
10
年
を
迎
え
、

「
わ
が
ま
ち
安
井
」
も
１
０
０
号

に
到
達
し
ま
し
た
。
昭
和
も
終
わ

り
に
近
づ
き
、
時
代
は
平
成
へ
と

移
り
ま
す
。―

　
〇
　
―

創
刊
号
か
ら
製
本
（
一
部
未

完
）
し
た
も
の
を
安
井
市
民
館
に

保
管
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

人
は
編
集
員
ま
で
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
過
去
の
『
宮
っ

子
』
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宮
っ
子
　
西
宮
で
検
索
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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診療時間
午前9:00~12:00
午後3:00~ 6:00

月
⃝
⃝

火
⃝
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⃝
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国
道
１
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１
号

令和６年７月１日第386号 わ が ま ち 安 井（3） 令和６年７月１日 （2）第386号 わ が ま ち 安 井
令
和
6
年
度

各
種
団
体
役
員
名
簿

（
５
月
24
日
現
在
　
敬
称
略
）

 

今
年
度
も
地
域
内
の
団
体
で
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
　

 

役
員
の
皆
さ
ま
、
今
年
度
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

中
西
　
正
直

副
会
長
 

吉
田
　
　
忠

　
 

関
　
　
和
男

安
井
町
 

蔭
山
　
真
章

千
歳
町
 

早
﨑
　
　
誠

寿
　
　
町
 

松
本
　
茂
樹

末
広
町
 

小
牧
眞
理
子

分
銅
町
 

若
木
　
悦
弘

常
磐
町
 

関
　
　
和
男

平
松
町
 

吉
田
　
　
忠

城
ヶ
堀
町
 

中
西
　
正
直

江
上
町
 

大
重
　
智
裕

櫨
塚
町
 

松
本
　
　
武

　
中
　
 

中
西
　
春
男

自
治
会
連
合
会

各
自
治
会
長

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

小
牧
眞
理
子

副
会
長
 

寺
下
　
　
定

　
〃
　
 

濵
田
恵
美
子

　
〃
 

公
文
　
朋
子

書
　
　
記
 

武
本
　
裕
子

会
　
　
計
 

中
西
真
由
美

青
少
年
愛
護
協
議
会

副
会
長

会
　
　
計

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長 

柴
原
　
祐
子

副
会
長 

丸
木
　
淳
子

　
〃 

吉
川
貴
代
子

会
　
　
計 

雲
林
院
悦
子

　
〃 

福
中
左
知
子

書
　
　
記 

濵
田
恵
美
子

　
〃  

長
坂
　
信
子

社
会
福
祉
協
議
会

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

関
　
　
和
男

副
会
長
 

小
坂
高
一
郎

会
　
　
計
 

松
本
　
茂
樹

書
　
　
記
 

内
田
万
紀
子

環
境
衛
生
協
議
会

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

 

馬
場
　
一
徳

副
会
長 

小
畑
　
貴
美

　
　
〃 

勝
屋
　
　
透

　
　
〃 

上
丸
　
次
郎

会
　
　
計 

福
原
ひ
と
み

広
　
　
報 

瀧
川
ま
す
み

 

正
岡
　
昌
代

 

真
殿
　
宏
実

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
安
井

会
　
　
　長

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

庶
　
　
　務

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

  

　
　   

氏
　
名

 

渡
邉
　
　
眞

 

清
水
由
美
子

 

那
賀
　
麻
衣

 

前
田
　
安
菜

（
　
　
　
　
　
）

（
　
　
　
　
　
）

（
　
　
　
　
　
）

民
生･

児
童
委
員

大
社
中
P
T
A

（
　
　
　
　
　
）

安
井
小
P
T
A

補
　
導
　
委
　
員

青
愛
協

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

松
本
　
　
武

副
会
長
 

中
西
　
正
直

　
〃
 

関
　
　
和
男

会
　
　
計
 

小
牧
眞
理
子

理
　
　
事
 

蔭
山
　
真
章

　
〃
 

早
﨑
　
　
誠 

　
〃
 

松
本
　
茂
樹

　
〃
 

若
木
　
悦
弘

　
〃
 

吉
田
　
　
忠

　
〃
 

大
重
　
智
裕

　
〃
 

中
西
　
春
男

防
犯
協
議
会

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

荒
木
　
　
透

副
会
長
 

濵
田
美
和
子

会
　
　
計
 

清
水
由
美
子

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

馬
場
　
沙
織

安
井
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

 

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

森
田
　
　
輝

会
　
　
計
 

織
田
　
麻
衣

子
ど
も
会
連
合
会

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

高
木
　
敏
江

副
会
長
 

清
水
由
美
子

庶
　
　
務
 

篠
田
　
容
子

会
　
　
計
 

木
下
　
尚
代

中
　
婦
　
人
　
会

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

委
員
長
 

吉
田
　
　
忠

副
委
員
長
 

蔭
山
　
真
章

会
　
　
計
 

柴
原
　
祐
子

安
井
市
民
館
運
営
委
員
会

中
市
民
館
運
営
委
員
会

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

委
員
長
 

中
西
　
春
男

副
委
員
長
 

松
本
　
　
武

　
〃
　
　
 
中
西
　
正
直

会
　
　
計
 

植
村
　
好
雄

  

役
　 

職
　
　   

氏
　
名

会
　
　
長
 

若
木
　
悦
弘

副
会
長
 

中
西
　
正
直

会
　
　
計
 

吉
田
　
　
忠

交
流
広
場
協
議
会

大
社
公
民
館

地
域
学
習
推
進
員
会
　
氏
　
名

代
　
　
表
 

丸
川
　
信
正

 

泉
　
明
日
香

※
安
井
市
民
館
の
管
理
人
が

　
佐
野
秀
之
さ
ん

　
常
峰
芳
弘
さ
ん

　
　
　
　
　
　
に
な
り
ま
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

　
役
　
職
　
　
　
氏
　
名

会
　
　
長
 

有
田
　
定
甫

副
会
長
 

堀
川
　
桂
子

　
〃
　
　
 
正
岡
　
昌
代

編
集
長
　
荒
木
　
美
佐（
広
報
）

 

衣
笠
佳
寿
江（
事
業
）

 

堀
川
　
桂
子

　
　
　
　
正
岡
　
昌
代

　
　
　
　
木
下
　
尚
代

　
　
　
　
松
本
　
充
子

　
　
　
　
小
池
　
香
織

　
　
　
　
湯
浅
　
幸
枝

　
　
　
　
矢
野
　
佐
和

　
　
　
　
有
田
　
定
甫

　
　
　
　
田
中
悠
希
子

　
　
　
　
木
村
　
広
子

　
　
　
　
八
幡
　
迪
子

※（
　
）内
は
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
協
会
に
お
け
る
所
属

【『宮っ子』編集部】

☺
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
☺

安
井
地
区
交
流
広
場
協
議
会

（
若
木
悦
弘
会
長
）
が
主
催
し
、

活
動
す
る
教
室
を
取
材
し
ま
し
た
。

◇
囲
碁
の
つ
ど
い

囲
碁
好
き
が
集
ま
っ
て
、
段
級

位
に
か
か
わ
ら
ず
対
戦
し
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◇
う
た
ご
え
広
場
「
ス
マ
イ
ル
」

　
安
達
明
世
さ
ん
（
常
磐
町
）
の

指
導
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
今
年

10
月
に
、
ア
ミ
テ
ィ
・
ベ
イ
コ
ム

ホ
ー
ル
大
会
議
室
で
行
わ
れ
る
音

楽
広
場
で
歌
声
を
披
露
す
る
予
定

で
す
。

美しいハーモニーが聞こえてきます

真剣勝負が続きます

◇
一
句
会
（
俳
句
の
会
）

　
荒
川
紀
代
子
さ
ん
（
安
井
町
）

が
指
導
。
言
葉
を
五
・
七
・
五
に

当
て
は
め
、
季
語
が
入
る
と
俳
句

に
な
り
ま
す
。
各
自
が
一
番
気
に

入
っ
た
「
特
選
」
作
品
を
選
び
、

感
想
を
言
い
、
季
節
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

◇
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
７
月
か
ら
初
級
者
コ
ー
ス
を
開

催
し
ま
す
（
月
２
回
。
全
６
回
で

終
了
）。

　
場
所
は
安
井
市
民
館
で
す
。
各

教
室
の
メ
ン
バ
ー
は
随
時
募
集
中

と
の
こ
と
。
興
味
の
あ
る
人
は
若

木
会
長
（
Tel
０
９
０・８
４
８
１
・

１
１
０
７
）
ま
で
。

「お題」に合わせて、十七音に
気持ちを込めます

安井市民館受付前に設置さ
れているコピー機は、交流
広場が管理しています（白
黒１枚５円）

昭
和
62（
１
９
８
７
）年
４
月
、

安
井
地
域
が
市
の
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
」
の

モ
デ
ル
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
高

齢
化
や
核
家
族
化
、
都
市
化
が
進

み
、
地
域
内
の
人
間
関
係
が
希
薄

に
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
、
行
政

と
地
域
住
民
が
「
と
も
に
生
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
を
目
標
に

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
そ
う
で
す
。

11
月
号
に
は
、
実
行
委
員
会
と

事
業
を
行
う
三
つ
の
部
会
（
緊
急

通
報
部
会
、
援
助
部
会
、
広
報
学

習
部
会
）
に
所
属
す
る
地
域
の
皆

さ
ん
の
名
前
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

翌
63
年
３
月
号
に
は
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
の
内
容
を
掲
載
。
広

報
学
習
部
会
の
活
動
と
し
て
前
年

11
月
に
「
ほ
の
ぼ
の
安
井
」
第
１

号
を
発
行
。
援
助
部
会
の
活
動
で

は
「
老
人
昼
食
会
」
を
実
施
し
た

そ
う
で
す
。「
老
人
昼
食
会
」
は

後
に
「
や
す
ら
ぎ
会
」
と
名
前
を

変
え
、
広
報
活
動
と
と
も
に
現
在

の
安
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

活
動
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

４
月
号
の
「
訪
問
記
」
に
は
、

当
時
千
歳
町
に
あ
っ
た
「
ラ
・
パ

ボ
ー
ニ
」
の
店
主
、
大
石
邦
子
さ

ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
掲

地
域
版
「
わ
が
ま
ち
安
井
」
を
振
り
返
る

⑧
昭
和
62
〜
63
年

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
ラ
・
パ
ボ
ー
ニ
」
は
昭
和
９

年
に
大
石
さ
ん
の
夫
で
洋
画
家
の

輝
一
さ
ん
（
昭
和
47
年
に
他
界
）

が
開
店
し
た
店
で
、
店
内
に
は
輝

一
さ
ん
が
描
い
た
壁
画
が
飾
っ
て

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
取
材
当
時
、

市
内
に
現
存
す
る
最
古
の
喫
茶
店

だ
っ
た
と
か
。
残
念
な
が
ら
平
成

７（
１
９
９
５
）年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
倒
壊
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
ま
で
は
多
く
の
文
化

人
が
訪
れ
る
「
文
化
サ
ロ
ン
」
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

10
月
に
は
、
昭
和
54
年
に
創
刊

さ
れ
た『
宮
っ
子
』が
10
年
を
迎
え
、

「
わ
が
ま
ち
安
井
」
も
１
０
０
号

に
到
達
し
ま
し
た
。
昭
和
も
終
わ

り
に
近
づ
き
、
時
代
は
平
成
へ
と

移
り
ま
す
。―

　
〇
　
―

創
刊
号
か
ら
製
本
（
一
部
未

完
）
し
た
も
の
を
安
井
市
民
館
に

保
管
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

人
は
編
集
員
ま
で
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
過
去
の
『
宮
っ

子
』
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宮
っ
子
　
西
宮
で
検
索
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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安
井
市
民
館

　
今
回
は
、２
月
に
開
催
し
た「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
懇
談
会
」
の
続
き
と

し
て「
懇
談
会
パ
ー
ト
２
」を
開
催
。

５
団
体
と
６
自
治
会
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　
各
団
体
か
ら
は
活
動
報
告
や
課

題
な
ど
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出

ま
し
た
。

【
主
な
活
動
予
定
】

・
５
年
ぶ
り
の
夏
ま
つ
り

・
防
災
訓
練
（
秋
ご
ろ
）

・
夏
休
み
に
子
ど
も
向
け
の
行
事

な
ど
を
行
う

・
防
災
グ
ッ
ズ
の
実
演
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
実
施

【
現
在
の
課
題
や
対
策
】

◇
自
治
会
加
入
に
つ
い
て

・
自
治
会
へ
の
加
入
、
自
治
会
費

の
徴
収
に
苦
労
し
て
い
る

・
１
軒
ず
つ
加
入
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
訪
ね
る

・
転
入
し
た
世
帯
に
は
、
自
治
会

〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
懇
談
会
パ
ー
ト
２
〜

地
域
の
団
体
と
情
報
交
換

4
／
 11

北校舎屋上から見た校庭全景。東側に総合遊具、南側に鉄棒が見えます
体育館南側の駐車場の下には
雨水貯水槽（5月5日撮影）

お互いの情報を共有しました

案
内
と
一
緒
に
、
自
治
会
費
納

入
の
振
込
用
紙
を
渡
し
て
い
る

と
こ
ろ
も

◇
防
犯
対
策
に
つ
い
て

・
月
に
２
回
程
度
の
見
回
り
。
空

き
家
の
チ
ェ
ッ
ク

・
戸
建
て
住
宅
の
建
て
替
え
や
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
の
情
報
を
共
有

◇
担
い
手
不
足
に
つ
い
て

　
担
い
手
不
足
の
解
消
方
法
と
し

て
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
く
れ
た
人
に
声
を
掛
け
、
役
員

に
な
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
、
う

れ
し
い
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

【
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
告
知
】

・
内
容
を
工
夫
し
、
た
く
さ
ん
の

人
が
参
加
で
き
る
も
の
を
考
え

て
は
ど
う
か

・
事
前
に
決
ま
っ
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
は
、
『
宮
っ
子
』
地
域
版
で

告
知
す
る
。
掲
示
板
を
活
用
す

る
の
も
一
つ
の
方
法

・
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
取
材
し
て

『
宮
っ
子
』
に
載
せ
る
と
、
た

く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る

　　
貴
重
な
意
見
が
飛
び
交
い
、
有

意
義
な
会
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
情
報
交
換
の
場
を
設
け
て
、
問

題
の
解
決
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

主
催
　
安
井
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

参
加
　
18
人

安
井
小
学
校
の
校
舎
改
築
工
事

に
伴
う
校
庭
の
工
事
が
終
了
し
ま

し
た
。

体
育
館
の
周
り
も
外
構
整
備
中
。

年
明
け
に
植
栽
工
事
が
終
わ
る
と
、

５
年
に
わ
た
る
校
舎
改
築
工
事
が

完
了
し
ま
す
。

待
っ
て
ま
し
た
！

    

校
庭
が
全
面
使
用
可
能
に

お
い
し
い
ピ
ビ
ン
バ
を
作
っ
た
よ
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大
社
公
民
館
で
は
、
子
ど
も
向

け
講
座
と
し
て
「
子
ど
も
調
理
実

習
」を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、

元
栄
養
教
諭
で
管
理
栄
養
士
の
古

野
和
子
さ
ん
で
す
。

　
献
立
は
ピ
ビ
ン
バ
、
わ
か
め

ス
ー
プ
、
オ
レ
ン
ジ
ゼ
リ
ー
の
三

品
で
、
ど
れ
も
学
校
給
食
の
献
立

で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
大
好
き

な
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を
自
分
た
ち
で

協
力
し
な
が
ら
作
り
、
試
食
し
ま

し
た
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
の
話
や
、
新
献
立
登
場
の
秘
話

も
聞
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
「
自
分
で
作
っ

た
ピ
ビ
ン
バ
は
お
い
し
か
っ
た
」

「
準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
楽
し

か
っ
た
。お
母
さ
ん
に
教
え
た
い
」

「
み
ん
な
と
一
緒
に
作
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
」
な
ど
、
大
満
足
な
様

子
で
し
た
。           （
参
加
10
人
）

大
社
公
民
館

どうやって作るのかな？

＜お知らせ＞

プール一般開放
安井小学校の屋上プールで泳ごう！

大社中ボランティア募集 詳細は、回覧・掲示板を見てください

7月20日（土）9:30～11:30　13:30～15:30
21日（日）9:30～11:30　13:30～15:30
22日（月）9:30～11:30
23日（火）9:30～11:30
主催　スポーツクラブ21安井

5 年ぶりに開催！
夏 ま つ り 安 井

8月3日（土）・4日（日）　17:00～20:40
安井小学校校庭（入場は南門から）

主催　夏まつり安井実行委員会

安井地区青少年愛護協議会からのお知らせ
☆作って遊ぼう
7月26日（金）
大社児童センターの人に教えてもらいます

☆管外バス研修
8月22日（木）
行き先：堺市立ビッグバン　他

※安井小学校を通して、案内を配布します

避難所だった安井小学校のことを教えてください
　来年1月、阪神・淡路大震災から30年になります。安井小
学校が避難所だった当時の様子を知っている人を探してい
ます。話してくださる人は、
　宮っ子地域版「わがまち安井」編集部
　正岡（電話080-3115-9371）まで、連絡お願いします。

　大社中学校では、よりよい学校づくりのために、力を貸し
てくださる人を探しています。資格や専門知識は不要です。
まずは問い合わせを。
環境ボランティア　毎月第1火曜日　10時～2時間程度
【活動内容】正面玄関前プランターの手入れ、植え替え、
各自来校した際などに敷地内プランターの水やり、校内
清掃や環境整備
図書ボランティア　月2回程度　10時～13時ごろ
【活動内容】図書館前掲示板ポップ作り、卒業記念しおり
作り、給食準備中の図書館開室補助
学習支援/自習見守り（大社中在校生の保護者を除く）

月～木曜日　11:30～12:30　いずれか活動可能な日
【活動内容】マイトライデー（自主学習教室）の見守り、
授業での学習支援（主に調理実習などの実技学習）

連絡先：大社中学校運営協議会事務局（教頭まで）
　　　☎0798-73-5391　
　または、公式LINEで連絡してください。
　　　　　※公式LINEでは各ボランティア
　　　　　　の活動を紹介しています

※開講約1カ月前に　＊大社・安井地区自治会掲示板　＊大社公民館などに置かれるチラシ　＊西宮市ホームページ「公民館イベント」
　などでお知らせします

日時・会 場 講 座 名 ＆ 講 師　（敬称略） 備　　考
大社公民館　☎71-3649大 社 公 民 館 だ よ り

防 災 講 座
～災害に備えてできること～

講師：西宮市危機管理室 防災危機管理課　中村昌泰
【協力】安井・大社地区社会福祉協議会

親子でゴスペル♪
～パパもママもお子様と一緒にリフレッシュしませんか？～

講師：親子ゴスペルTiny Steps　戸國真由美
【対象】0歳～小学6年生までの親子

夏休み親子講座　カマキリ博士のわくわく昆虫教室
～カマキリとふれあったり、工作を楽しめるよ♬～

講師：昆虫科学研究センターISRC　代表　渡部　宏
【対象】小学生と保護者　　　【定員】20組

【共催】大社地区青少年愛護協議会

７月17日（水）
10:00～12:00
大社公民館

申し込み不要
参加無料

申し込み不要
参加無料

【申し込み】
７月11日（木）～17日（水）
平日10:00～16:00
電話申し込み（先着順）
【材料費】300円

７月31日（水）
10:00～11:30
大社公民館

８月25日（日）
13:30～15:00
大社公民館


